
 

群馬県食の安全県民運動懇談会（同左） 

 
 
 

 
 「群馬県食の安全県民運動懇談会（※）」では、県の協力を

得ながら、消費者・生産者・事業者間の横のつながりをつくり、

より多くの県民が「食の安全県民運動」の輪に参加できるよう

な仕組みづくりについて

検討してきましたが、そ

の検討結果を「報告書」

としてまとめ、１０月１３日に群馬県に提出しました。この中で「ぐ

んま食の安全・安心県民ネットワーク（仮称）」の設立を提言しました。

懇談会は事務局として県と生協連が連携して運営してきました。 

消費者・生産者・事業者がネットワークを構成することで、お互いに

理解を深めることができ、今まで個々に行ってきた取組みを協働・連

携により進めることで、より多くの方の参加も期待できます。今後は、

懇談会メンバーを中心に設立準備会を開催し、ネットワークの設立に向け、県とも連携・協力を図りながら

「食の安全・安心」に対する取組みを推進していきます。 
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※「食の安全県民運動懇談会」…県内１４の消費者団体で構成される「ぐんま食の安全消費者連絡

会議」と県（食品安全課）が平成１７年１０月に共同して設立。以後、県民運動の土壌づくりのた

めの検討を行ってきました。座長は県消団連の香川さん（コープぐんま）が務めました。 

 

群馬県食品安全会議のホームページ（食品安全情報）にも「県民運動懇談会報告」が紹介されています。 

情報提供や活動支援などの窓口 



 

報告する県民センターの佐藤所長 

すべての会場にたくさんの消費者が参加し熱心に聞いていました。 

 

佐藤主事 

 

土屋主任 

 

落合リーダー 

 
 
 
 
 
『群馬県消費生活条例』の全面改正をうけて県民センターの主催

で７月２７日の沼田会場を皮切りに開催されてきた『消費生活懇

談会』が、１０月１９日、１１番目の館林会場で終了しました。 

県連は会員生協とともに積極的に参加を呼びかけ、延べ８６名

の組合員、役・職員がすべての会場に参加しました。 

 

 

懇談会では、県民センター佐藤所長から条例改正の背景と概要

について報告があり、続いて佐藤主事から条例改正のポイントを

７点に整理して詳しく説明がありました。今回の改正では、初めて消費者の権利が明記さ

れたことや、不当な取引方法がそれまでの１６項目から５２項目に拡大されたこと、県民

から知事への申出制度がつくられたこと、不実告知行為の立証責任を事業者側に負担させ

るなど、行政の消費者に対する自立支援と、消費者被害を防ぐための事業者に対する指導

権限強化が盛り込まれたことが特徴点となっています。 

５２項目にわたる不当取引方法について更に詳しい説明が土屋主任か

らあり、①勧誘に関するもの（２５項目）、②契約内容に関するもの（９

項目）、③債務の履行に関するもの（８項目）、④契約の解除等に関するもの（６項目）、⑤

信用の供与に関するもの（４項目）について、それぞれ具体的な例を用いて分かりやすく

説明がありました。さらにこれらに含まれない新たな手口については知事が指定し追加で

きる（⑥）など、緊急な適用にも対応した内容となっています。 

 

 

最後に落合リーダーから、この条例を県民の暮らしに浸透させるために“各地で出前講

座を”と呼びかけがありました。「１０人以上の会場が設定されれば、土日、昼夜を問わず

出かけて行き説明し

ます。」と、条例の定

着と活用によって消

費者被害を防ごうと

いう行政（県民センタ

ー）の並々ならぬ決意を強く感じまし

た。 

 

 

 

悪質商法に組合員が被害にあっている現状も報告されていますが、生協として、組合員の暮らしを守り誰

もが安心して気持ちよく暮らせる地域づくりに貢献するため、さまざまな活動の場を通して学習会や被害防

止の支えあいについて取組みを進めることが求められているといえます。 

  

  
 

（参考）  各種「出前講座」の申込み・問合せ先  027-226-2273（県民センター） 

  ○費用：無料  ○時間：１時間～１時間半   

  ○人数：１０名以上 

条例の消費者の権利のうち 

「教育の機会が提供されること」 



 

県庁前広場は人とテントで埋めつくされました 

県総務局県民センター佐藤所長とＪＡ群馬中

央会松本副会長から祝辞をいただきました 

 

団体表彰受賞者の皆さん 

 
 
 
 

 第３８回群馬県生協大会が１０月２５日（水）群馬県公社総合ビルの多目的ホールをいっぱいに埋めつく

す２９０名の組合員、役職員が参加して成功裏に開催されました。今年は実行委員会の結成が遅れ、２回の

開催で当日を迎えましたが、実行委員をはじめ会員生協の取組

みが活発に行なわれ、多くの生協で例年を上回る組合員の参加

がありました。 

 

 実行委員会では、昨年の総括を振り返り、マンネリを克服す

るために（１）受賞団体の活動紹介を行なって参加者によく分

かる表彰式にしよう（２）参加目標（２６０名）をあいまいに

せず必ず達成させよう、など

を確認して取組みました。限

られた時間の中で１０団体の

活動を紹介するためには、登壇のまごつきをなくさなくてはと用意した団

体名のプラカードは、会場の参加者からも好評でした。また、活動紹介が

良かったという声が寄せられたり、２９０名の参加者のうち、３分の２の

人が初参加という結果など、今後につながる取り組みとなりました。 

 今年の永年勤続表彰は、県内生協の発展を反映して１５年勤続表彰が８０名、３０年勤続表彰が２４名と

過去最高の受賞人数となりました。 

 第２部の映画は“心温まる映画に感動”“素敵な映画でした”などの声が多数寄せられ大好評でした。 

  

 大会では、実行委員長の栗原妙子さん（コープぐんま）のあいさつ、峰岸県連会長のあいさつに次いで、

来賓を代表して県民センター佐藤直美所長とＪＡ群馬中央会松本博副会長からご挨拶をいただきました。 

 尚、群馬県生協大会は、消費生活協同組合強化普及月間の一環として群馬県の委託を受けて県連が開催し

ているものです。 

 

 

 

 

 

 収穫感謝祭は、群馬県、ＪＡ群馬中央会など４１

団体で構成する実行委員会が開催し、県連はＪＡぐ

んま女性組織協議会に連帯して参加しています。 

 今年は、１０月２１日（土）、２２日（日）の両日、

秋空のもと県庁で開催され、出店のテントが立ち並

ぶ県庁前広場は家族連れなどで終日ごった返してい

ました。 

 特設ステージでは、小寺知事のあいさつや農業功

労者表彰式などの開会式典が行なわれたあと、二日

間にわたりたくさんの企画が参加者を楽しませてい

ました。 

 農業政策の大転換の中、「食」と「農」をみつめてみる大きなきっかけを参加者に伝えることが

できたのではないでしょうか。 



大型バスが進入できず７００

ｍも手前の河川敷で待機。 

記念館まで徒歩で行くことに。 

ボランティアさんの説明を聞きました 

（左手を伸ばしている男性） 

 
 
 
 
 

平成１８年度群馬県総合防災訓練が9月2日（土）、藤岡市立石の烏川緑地河川敷

で行われました。マグニチュード７、震度６強の烈震と台風による風水害を想定し

た訓練には、７９機関から１３３２人が参加して「万が一」への備えを確認しまし

た。当日は好天に恵まれたため、藤岡市内外から家族連れなど３２００名の市民が

見学に訪れ、本番さながらの訓練に見入っていました。 

県連は救援物資輸送訓練に参加しました。コープぐんま、生活クラブ生協、パル群馬 

から計３台の共同購入車両を持ち込んで7名が参加

し、“県から要請を受けた県連が、応急生活物資を

避難所に搬送する”という訓練でした。 

県連では、平成７年に、群馬県との間に「災害時

における応急生活物資供給等に関する協定」を締結

しており、平成８年の訓練から参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 朝のうちは曇っていましたがのちに晴れ間が出て、まさに“好天に恵ま

れた”なか、女性協視察研修会を実施しました。 

今年は参加者が増え、３５名で、明治１８年に女性医師の第１号となり、

婦人解放のさきがけとして栄光と波乱の生涯を閉じた荻野吟子の生誕の地

に『荻野吟子記念館』を訪ねました。 

 女性医師がいないために女性が治療をためらい命を落したり、治療を受

けても人権が守られない現実に直面して、“ちょんまげ”の時代に生まれた

荻野ぎん（幼名）が医師になることを決意、人並外れた苦労の末、政府に

女性の資格試験受験を認めさせ合格。３５歳で女性医師第１号となったあ

と４０歳で再婚、伝道師の夫と共に北海道に渡り、荒地を拓いてク

リスチャンの理想郷建設の事業にたずさわったが、１４歳年下の夫

が病死し、吟子も身体を壊して断念。東京に戻り、６３歳で生涯を

閉じるまでの様子について、この視察研修会のためにわざわざ出向

いてくれた観光ボランティアの３人の方から説明を受けました。

（記念館に市職員が常駐しておらずシルバー人材の方が管理しています

が、教育委員会に事前に申込むとボランティアを派遣していただけます。） 

 埼玉県では、男女共同参画に功労のあった個人･団体を表彰する

制度を設け、｢荻野吟子賞｣と名付けているそうです。 

 そのあと、９基の古墳群を抱えた「さきたま風土記の丘」の散策

と『さきたま史跡の博物館』の見学を行ない、最後にサントリー利

根川工場を見学して、胸と目と頭と舌にたくさんのお土産をつめ込んで帰ってきました。 

今年の視察研修会も、２００６年度活動方針でうたっているとおり、参加者を「広げ」、しっかり「学び」、

参加者がお互いに「交流」し合えて、大変に充実した研修会となりました。 

 



 

各分野から参加してくださいました 

 

 

 

 

 日頃ご指導いただいている県総務局県民センターに会員生協の様子を知っていただこうと、今年も生協視

察を実施しました。今回は、地域生協からコープぐんまとパル群馬に、医療生協から群馬中央医療生協に、

また職域生協から群大生協にお世話になって行ないました。県民センターからは佐藤所長と落合リーダー、

中島主幹に一日時間をとっていただくことになりました。 

  

 最初に訪問した群馬中央医療生協では、新井専務と萩生田部長から生協と病院の概要や医療生協の抱えて

いる課題などを詳しくお話いただき、病院の施設を案内していただきました。地域に根付いて、なくてはな

らない存在となって医療活動を行なっている様子を伺いました。 

 次に群大生協を訪問し、山田理事長（教育学部教授）と田近専務から、大学における教職員の福利厚生を

担う大学生協の役割や、自治会がないキャンパスで生協の学生委員会や理事会が唯一学生の“自治活動”の

場となり、社会教育の場となっていると説明を受けました。 

 次の訪問先のパル群馬では、田中理事長と中嶋専務から、ライフスタイル別の３タイプのカタログが組合

員に支持されていることや、渋川市生協との組織合同について、さらに急速な成長に関わりご苦労されてい

ることなどを伺うことができました。 

 最後に、コープぐんまでは３月にオープンした新店リセロ藤岡を訪れ、田村副店長から店舗の概要や特徴、

コープぐんまとしては初のショッピングセンター方式の店舗として地域と組合員から期待されている様子

を伺い、実際に買い物も楽しんで帰ってきました。（コープぐんまではＩＳＯの内部監査が行なわれていて店長以

上の方の参加ができませんでした。） 

 尚、県連からは、峰岸会長と関事務局長がご案内役をつとめました。 

 

 
 

 

 女性協では、生協が社会の変化や厳しい経営状況の中で組合

員の願いに応え、地域社会への責任を果たすためには、共同参

画の視点を持ち経営の質を向上させる事が大切と、昨年までは

『トップ懇談会』を開催してきました。２００６年度は理事会

決議を経てさらに具体的な取り組みが進むよう会員生協の非

常勤理事さんや担当職員の方々との意見交換を計画し、９月２

２日に第１回『女性協懇談会』を北毛保健生協さんにお願いし

ました。生協強化月間を控えお忙しい中、理事長、専務さんはじめ、理事、監事、看護部長さん、組織部職

員の方々が出席して下さり、職場の状況や地域で気づいたこと、また共同参画に対する考えなど多くのご意

見いただきました。 

 女性協からは、慣習にとらわれない組合員活動や地域づくり、また職場運営などすべての取り組みに共同

参画の視点を持って下さいと申し入れを行ないました。 

参加した運営委員さんから、医療生協は地域のつながり

を大切にしていることを知ることもでき有意義だった、な

どの感想が出されました。今後、懇談会での理解をどう広

げてゆくかが課題であると認識し、引き続き会員生協との

懇談会を進めてゆきたいと思います。北毛保健生協の皆さ

まお世話になりました。 

 

（女性協機関紙『   』から転載させていただきました）



 
加藤理事長 

 
小寺知事 

峰岸県連会長 

 
宮嶋理事長 

理事･監事･総代に感謝状が贈呈されました 

 
 

 
 

 去る、２００６年９月８日（金）、全労済群馬県本部（群馬県労生協）の創立５０

周年記念式典が前橋マーキュリーホテルにおいて開催されました。 

記念式典及びレセプションには２０６名の参加があり成功裏に終了しました。 

 記念式典では、主催者を代表して宮嶋茂全労済群馬県本部理事長より挨拶があり、

理事・監事から２３名、総代から１３１名

に感謝状が贈呈されました。理事・監事を

代表して青木忠男氏、総代を代表して井上

良治氏が宮嶋理事長より受取りました。 

レセプションでは、高木勉群馬県副知事、

大橋豊連合群馬会長、大川栄八郎群馬県労

福協会長、石川太茂津全労済本部理事長より来賓挨拶がありました。 

引き続き、高木政夫前橋市長、全労済関係者らも加わり鏡開きが

おこなわれました。 

 群馬県労生協設立発起人、田辺誠元衆議院議員の乾杯の音頭で５０周年

を祝い、渡邊一郎全労済群馬県本部専務理事より“５０年のあゆみ”が紹

介される中、和やかに懇談が進み終了しました。 

１９５６年９月８日１，４５３名の賛同者のもと群馬県労生協創立総会

が開催されてから５０年のこの日、さらなる５０年に向けて明るく元気に

新たな一歩を踏み出した日でもありました。 

 
 
 
 
  群馬県庁生協は９月２９日（金）にウエルシティ前橋で創立６０周年記念レセ

プションを開催しました。このレセプションは県職員労働組合が結成６０年、福

利厚生事務協力会が設立５年を迎えるに当たり、ともに群馬県職員の福利厚生事

業に取り組む団体であることから、三団体共催での式典となりました。 

 出席者総数１９９名のうち生協関係から９０名が出席し

ました。会場入口では終戦直後に誕生した県庁生協の６０年

の歩みなどがわかる写真がパネルとして展示され、多くの出

席者が足を止めていました。 

 開会に際し、主催者を代表して吉田県職員労働組合委員長

（県庁生協専務理事）と加藤県庁生協理事長（事務協力会会

長）の挨拶に続き、小寺知事や峰岸県連会長をはじめとする各来

賓の挨拶があり、加藤自治労県本部委員長の乾杯の発声で和やか

に歓談が行われました。懇親の途中では、バンドの生演奏があり、

ジャズのスタンダードナンバーに会場の雰囲気は盛り上がって

いました。 

  県庁生協からは、「これまで皆様からいただいたご厚情に感謝申し上げるとともに、

引き続きご支援、ご協力を賜りたい。」とのことです。 

 

 

乾杯の音頭をとる田辺誠氏 



 

原発職員（中央の男性）の説明を聞きました 

 
パル群馬田中理事長（左） 
と渋川市生協堀込理事長 

 
来春の合併に向け第１歩を踏み出しました 

 
 
 
 
 去る、１０月１４日（土）、グリーンドーム前橋１０３会議室において、「パ

ル群馬・渋川市生協合併契約書調印式」が行われました。調印式には群馬県生

協連から峰岸会長、パルシステム連合会から若森資朗理事長をはじめ、パルシ

ステム連合会の全会員生協のトップが来賓として立会いました。来賓祝辞に続

き、中嶋専務から調印に至る経過が報告されたあと、両生協の役職員を含め総

勢３６名に見守られる中、パル群馬の田中理事長と渋川市生協の堀込理事長に

よる「合併趣意書」「合併契約書」の調印が、厳かにして和やかな雰囲気の中で

執り行われました。 

 

両理事長の固い握手が交わされたあと、それぞれの理事長より、謝辞と今後

への決意を込めた力強い挨拶があり、調印式が終了しました。 

記念レセプションでは、各来賓か

ら両生協への祝福の言葉やアドバイスが述べられ、来年４月の新

生協発足に向けた第一歩を確認しあいました。中嶋専務は「今後

も県生協連ほか関係各位の皆様のご指導等も頂きながら、今後の

協議や諸手続きを確実に進めていきたい」と、決意を語っていま

した。 

 

 

 

 

 
 
 
 県消団連の刈羽原発視察研修会参加者の一行（18名と、東

電の職員2名）は、秋雨の振る中を、勤労福祉センターを出発

し一路柏崎へと向かいました。 

 刈羽原発は、燃料棒の搬入と使用済燃料の青森県六ヶ所村へ

の海路搬送のため警察による物々しい警備が行われていまし

た。 

 施設内をバスで見学したあと、展示ホールでは模型を見なが

ら説明をうけ、映画による学習、全国の原発職員に対する訓練

施設の見学も行いました。 

 日本の原発は安全性が高く、自然放射線と比べても心配がないことが強調されました。 

 会社からの説明ということで、カタログどおりの安全性確保の説明にとどまり残念に感じましたが、３年

前の亀裂問題で長期の運停止に追い込まれた件を質問すると、「ひび割れを見逃した上、発見した後も重大

性を認識せず事実の報告を行わなかったため、“東電の

事実隠し”と言われた。」と説明があり、安全性管理に

問題があったことを認めていました。 

 会社の説明を批判的に検討するなら、この日に学んだ

ことは原発を考える際のよい材料とすることができる

のではないかと思います。 

群馬県消団連視察研修会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

11月1日 女性協議会運営委員会 

  2日 前橋市消団視察研修会：連靖国神社 

  3日 ～4 全国ボランティアﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

6日 県連事務局会議 

10日 食品表示フォーラム 

日生協男女共同参画懇談会 

  13日 県消団連幹事会 

  14日 生協大会・消費者まつり実行委員会 

  15日 ＪＡ群馬県大会 

地球温暖化防止群馬県民会議理事会 

  16日 地連大規模災害対策協議会 

  17日 第4回県連理事会 

   18日 ～19 たべるたいせつフェスティバル 

  22日 群馬県社会福祉大会 

地連都県連事務局会議 

  24日 地連生協法改正検討状況報告会 

地連機関運営責任者学習会 

  27日 茨城県連「群馬県の食品安全」視察 

  28日 第3回組織部会 

  29日 地連運営委員会 

全国消費者大会 

県連当面の日程 
第 3回県連理事会報告 

日 時 2006年9月21日（木）10時～12時 

場 所 全労済群馬県本部「大渡ホール」 

議事及び内容 

◎冒頭、11月15日開催のＪＡ群馬県大会議案に

ついてＪＡ群馬中央会田村次長から報告を受

け意見交換を行なった。 

□ 報告事項 

１、一般経過報告 

２、特別報告 

３、女性協議会・会員生協 

□ 協議事項 

１、消費者政策の充実強化を求める取組み 

２、食品の安全を確保する取組みについて 

３、生協法改正の取組み 

４、県連災害対策について 

５、生協大会・消費者まつりの進め方について 

６、その他 

 

 農村集落は、混住化と農業の担い手不足で農業の維持、多面的機能の発揮が難しくなっています。また、新たな農業政策によ

り土地利用型農業の大宗を集落営農や認定農業者の担い手で担うことをめざし、県内に約130の集落営農組織が設立されました。 

 しかし、設立した集落営農は運営や経営上の不安を抱えています。 

 集落の最大の資源は人材です。専業農家、女性、土地持ちサラリーマンさらに、食と農に高い関心を持った人たちがたくさん

います。集落営農組織は、「農」を核として、いろんな年齢、立場の人たちが互いの持ち味を生かし合える、自分の価値を実感

できる場や機会をつくってくれます。 

 このミュージカルは、新たな政策の施行を地域再生・地域おこしのチャンスととらえ、真の集落営農組織づくりに悩みながら

も取り組んでいる集落の姿をユーモラスに描いています。 

入場無料ですが、ＪＡ群馬中央会発行の整

理券が必要ですので、お申込みは生協を通

して県連に集中して下さい。（お早めに） 


